
次の表に従って均等割額を記載してください。

月数については暦に従って計算してください。

月数が1か月に満たない場合は1か月とし、1か月以上の場合は、

1か月に満たない端数を切り捨てます。

法人市民税確定申告書の記載例

本店所在地を記載してください。本店が三木市外に所在する場合

は、三木市内の主たる支店等の所在地も併記してください。

法人名を記載してください。

代表者氏名を記載してください。

事業年度開始年月日と終了年月日を記載してください。

三木市の指定番号を入力してください。（3か7から始まる7桁の

数字です）まだ附番されていない場合は空白で結構です。

期末現在のそれぞれの額を記載してください。

法人税の申告書別表１の「法人税額計」の数字を記載してくださ

い。

法人番号（13桁）を記載してください。

法人税割の税率を記載します。

令和元年9月30日までに開始した事業年度は12.1%

令和元年10月1日以後に開始する事業年度は8.4% です。

三木市にのみ事業所を有する法人は⑤の欄に、2以上の市町村に

事業所を有する法人は⑥の欄に記載してください。

右横の「税額」欄には課税標準×税率を記載してください。

2以上の市町村に事務所等を有する法人のみ記載します。

法人税額の課税標準の算定期間（以下「算定期間」といいます）

末日現在における従業員数を記載してください。

ただし、従業員数に著しい変動がある場合（各月の末日現在の従

業員数のうち最も多い数が最も少ない数の2倍を超える場合）は、

以下の算式により計算します。（端数切上げ）

算定期間の各月の末日現在の従業者数を合計した数

算定期間の月数

１千万円を超え

１億円以下のもの

５０人超 １５万円

５０人以下 １３万円

１千万円以下のもの
５０人超 １２万円

５０人以下 ５万円

１０億円を超え

５０億円以下のもの

５０人超 １７５万円

５０人以下 ４１万円

１億円を超え

１０億円以下のもの

５０人超 ４０万円

５０人以下 １６万円

資本金の額 従業員数 均等割額

５０億円を超えるもの
５０人超 ３００万円

５０人以下 ４１万円

算定期間末日現在における従業員数を記載してください。

※上記「分割基準」のような、従業員数に著しい変動がある場合

の計算特例はありません。

三木市内に所在する事務所等・寮等の名称・所在地を記載してく

ださい。

法人税法に基づく期末現在の資本金等の額を記載してください。

法人税の申告期限の延⾧の処分の有無について、該当する方に○

をしてください。

㉒の金額がマイナスになる場合（税の還付が発生する場合）に、

還付先の口座情報を記載してください。

三木市上の丸町○○ʷ○○

株式会社 三木

三木 太郎

0794-82-9999
みき

みき たろう

3456789
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